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昔の写真を探しています！
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▶今年も大盛況だった福智の
メーンイベント（P8-11）。初めて
運営側に携わってみて、イベ
ント成功の裏には関係者の熱
意や、大きな信頼関係がある
ことを強く感じました。これだ
け大規模な催しを民間委託
ではなく、行政職員中心のス
タッフが協力して行うからこそ、
福智らしさを生かした魅力的
なものになり、多くの人の心を
動かすのだと思います。（黒崎）
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田川市で行われた家畜品評会
に町内からも出品。体形や体質
などの飼育成果を競いました。
家畜の優劣を競うだけでなく、
家畜に感謝し、改良を学ぶ
には絶好の場だったようです。

提供者●福田 昌さん
撮影日●昭和30年頃

家畜品評会

▶きらきら輝くブリの魚体、新
鮮さを誇示するように逃げる
タコ、桜色が鮮やかなタイ…。
取材で伺った筑豊魚市場
（P1-7）。これほどカメラ魂をく
すぐる光景を、恥ずかしなが
ら知りませんでした。広報とし
てまちと向き合っているつもり
でしたが、まだまだ知らないこ
とばかり。まちをＰＲする前線
に立てるよう、今後の行動を
改めたいと思いました。（相原）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時
休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

新たな“まちの拠点”を広く発信

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.7

学生発のプロジェクトチーム「ふくトラ」が１０月２５日、
「スイーツ大茶会」と「上野焼秋の窯開き」の会場で新

しい図書館・歴史資料館のＰＲ活動を行ないました。上野焼秋
の窯開きの会場では鳥越館長と一緒に壁新聞や模型を使って、
会場に訪れた人に新しく出来る図書館・歴史資料館建設の“今”
を説明。他にもインタビューを行ったり、チラシを配ったり、約
400 年前の上野焼の陶片を使って手作りしたトートバックを販
売したりしながら福智の魅力をＰＲしました。スイーツ大茶会
の会場では会場内のステージに立ち、福智町に新しく図書館・
歴史資料館ができることや、それを応援するための活動を伝え、
まちの未来を広く発信しました。今月からは壁新聞「ふくちから」
を町内各所に配布し、ふくトラメンバーの思いをお届けします。

１２月１５日㊋～19日㊏に本を借りた場合、返却日
が年末年始にかかってしまうため、この期間のみ貸
出期間を３週間に延長します。また、貸出冊数も１０
冊までに増やします。新年は気持ち新たに「事始め」
をするのに絶好の機会。読書が好きな人も、今まで
本を読む習慣があまり無かった人も、図書室を活用

して読書をしてみませんか。

中
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を
Ｐ
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ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

図書室 年末年始の貸出について

貸出を３週間に延長します！
まちの図書司書セレクション

文／ジュリア・ジャーマン　絵／スーザン・バーレイ
出版／フレーベル館

『ラブリー オールド ライオン』

賢くて優しい王様ライオンだっ
たレニーのおじいちゃん。でも、
ある時からだんだん忘れんぼう
になってしまい…。“認知症”に
なったおじいちゃんと、変わら
ずに愛し続ける孫や友人たちと
の交流を描いた翻訳絵本です。

著／廣嶋 玲子
出版／東京創元社

『鵺
ぬえ

の家』

ときは明治末期から大正時代。
豪商「天

あま

鵺
ぬえ

家」を舞台に、勇敢な
少女茜が臆病な後継ぎの少年
鷹丸を助け、何百年も続く呪い
を打ち破ろうとする物語です。
気鋭の著者による傑作時代ファ
ンタジーをお楽しみください。

12 月 28 日㊊～ 1 月４日㊊の
期間、中央公民館図書室は休室です。
今年最後の開室日は12月27日㊐
ですのでご注意ください。今年も
図書室をご利用いただきありがと
うございました。来年もどんどん
ご活用ください。

年末年始の休室
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